
飯能市農業委員会委員　推薦・応募　受付状況中間公表（令和8年3月2日現在）
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最終学歴
昭和53年3月 日本大学法学部政治経済学科　卒業

勤務経歴
昭和53年4月 飯能信用金庫　就職

団体役員 平成23年2月 飯能信用金庫　退職 ねぎ、玉ねぎ、レタス
1 応募者 兼 70 男 平成23年3月 就農 有 じゃがいも 3,000 有

農業 切り花、鉢物
団体経歴
平成26年6月 いるま野農業協同組合　理事就任
令和5年6月 いるま野農業協同組合　代表理事専務就任

現在に至る

最終学歴
平成2年3月 埼玉県農業大学校　卒業

団体経歴
平成24年4月 飯能市農業青年会議所　会長就任
令和5年3月 飯能消防団　団長退任

2 団体推薦 農業 57 男 有 7,300 認定農業者 有 1,013 

最終学歴
昭和54年3月 聖望学園高校卒業

勤務経歴
昭和54年4月 有限会社三ツ木園　就職
昭和60年9月 有限会社三ツ木園　退職
昭和60年11月 株式会社昭工舎　就職 のらぼう菜、ナス

3 団体推薦 農業 65 男 平成26年4月 株式会社昭工舎　退職 有 ピーマン、ブロッコリー 6,200 認定農業者 有 28,870 
平成26年5月 就農　現在に至る 柿

団体経歴
平成29年6月 いるま野農業協同組合　理事就任
令和5年7月 飯能市農業委員会　会長就任

最終学歴
昭和60年3月 東京農業大学短期農業科　卒業

勤務経歴
昭和62年3月 小谷野果樹園　就農

4 応募者 農業 60 男 有 13,000 認定農業者 有
団体経歴
令和7年5月 いるま野農業協同組合西部果樹部会　会長就任　
平成30年12月 指導農業士　認定（埼玉県）

最終学歴
昭和50年3月 日本電子専門学校　卒業

勤務経歴
昭和50年4月 武蔵日立家電株式会社　就職　営業課
昭和57年3月 武蔵日立家電株式会社　退職
昭和59年3月 埼玉医科大学　就職　総務課　
令和2年3月 埼玉医科大学　定年退職（その後4年間パート勤務）

5 応募者 農業 71 男 有 1,500 有
団体経歴
平成25年4月 岩渕自治会　副会長就任
平成27年3月 岩渕自治会　副会長退任
令和2年4月 いるま野農業協同組合　運営委員就任
令和4年3月 いるま野農業協同組合　運営委員退任
令和5年7月 いるま野農業協同組合　総代就任
令和7年4月 岩渕自治会　会長就任

最終学歴
平成20年3月 公立　都留文化大学　卒業

勤務経歴
平成31年4月 私立　自由の森学園中学校・高等学校　総合学習教諭

6 団体推薦 教員 41 男 団体経歴 無 有
令和2年7月 飯能市農業委員会委員

最終学歴
昭和60年3月 信州大学農学部園芸農学科　卒業

勤務経歴
昭和62年4月 埼玉県農林部　秩父農林振興センター　技師

7 応募者 農家 63 男 平成16年4月 埼玉県農林部　茶業特産研究所　専門研究員 有 6,800 認定農業者 有
平成24年4月 埼玉県農林部　農業支援課農業革新支援担当茶研駐在　主幹
平成31年4月 埼玉県農林部　茶業研究所　担当部長
令和5年3月 埼玉県農林部　茶業研究所　退職
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イシモリ ヨシ オ

石森　義朗 認定農業者
推薦を

受けていない
応募

していない

ア ラ イ ヤスノリ

新井　安典
米、ネギ

ブロッコリー、トマト
推薦を

受けていない
応募

していない
入間第二用水
土地改良区

理事長
安藤　俊吾

土地改良法
第3条による

資格者

エ ハ ラ ヨシヒロ

江原　良弘
推薦を

受けていない
応募

していない
いるま野

農業協同組合

代表理事
組合長

亀田　康好

農業者の所得拡大
農業生産の拡大

コ ヤ ノ シンイチ

小谷野　伸一

白菜、ネギ
キャベツ

いちご、ぶどう

推薦を
受けていない

応募
していない

ハ ギ ノ ヤ トシ オ

萩野谷　利男
じゃがいも、白菜

大根、栗
認定を

受けていない
推薦を

受けていない
応募

していない

本校は、教育基本法及び学校教
育法に基づき、小学校における教
育の基礎の上に、心身の発達に
応じて中等普通教育を施すことを
目的とする。

コイヌマ ケンイチ

肥沼　健一
認定を

受けていない
推薦を

受けていない
応募

していない
学校法人

自由の森学園
中学校

校長
菅　香保

150 教諭

オ ガ ワ ヒデユキ

小川　英之 梨、ぶどう
推薦を

受けていない
応募

していない

応募理由
　私は、長年この地域で生活する中で、農
業が地域社会を支える基盤であることを実
感してきました。
　一方で、担い手不足や農地の遊休化と
いった課題も身近に感じています。これま
での農業者兼農協役員としての経験を生
かし、農業委員会の活動を通じて、地域農
業の課題解決に少しでも貢献したいと考え
応募しました。

土地改良法に基づく土地改良事
業を実施し、農業生産基盤の整
備及び開発を図り、農業生産性の
向上、農業生産の増大とその選
択拡大及び農業構造の改善に資
することを目的としている。

推薦理由
　新井安典氏は、温厚な性格で強い責任感
を有し、地域農業の活性化に寄与するとと
もに消防団長を長年務めるなど、大きく地
域貢献を果たしている。
　現在、入間第二用水土地改良区の区域
内において広く農業経営の発展に寄与する
とともに、近代農業経営のあり方に精通実
践しており、その高い見識は農業委員に適
任と考えここに推薦いたします。

推薦理由
　現在、いるま野農業協同組合の飯能市地
区の理事として、地域農業の発展に取り組
んでおります。農業に精通し、飯能市農業
委員としての活動経験もあることから飯能
市農業委員会委員として推薦いたします。

応募理由
　飯能市の農業振興及び観光産業に寄与
したいと考えているため。

応募理由
　私の住んでいるこの地域でも、農業従事
者の減少による農地の非耕作地は益々増
えるばかりです。また、この地域の鳥獣被
害も農業運営に深刻な問題で、農業を離れ
る一因になっていると思われます。農業に
興味のある方、新規就農を希望される方の
応援をしていきたい。また、鳥獣被害を受
けにくい作物を特産品とし、地域に広めるこ
とができたらと考えています。

推薦理由
　中学1・2年生の総合的な学習の時間にお
いて、多年に渡り精明地区の小久保で稲
作授業に従事しています。地域の方々のご
協力もあって、子ども達の教育が充実した
時間となっています。地域農業にお世話に
なっているご恩をお返しするとともに、地域
共生型の農業を学び、飯能市の農業振興
に貢献したいと考えています。被推薦者は
「農業」を通して地域の方々との交流を強く
望んでおり、推薦する次第です。

応募理由
　飯能市の農業を将来へ継承する財産とし
て農業経営が継続できるよう、優良農地の
保全という生産環境の確保の面から農業
委員として活動をしたいと思います。また、
農業を志して新規参入する人たちへの一
助となるよう、前職の経験を活かしたアドバ
イス等の活動をしたいと思います。


